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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動の様子の写真

成果物の写真

活動内容の追加コメント

＜目的＞

＜成果＞

事業所側から「農福連携に特化した事業所運営をおこなっていきたい」という連携要望があり、

ほうれん草の調整作業や袋詰め作業を依頼させて貰いました。

例年であれば、ブロッコリーなど他の品目と出荷時期が重なるため、時間に余裕がなく、収穫さえ諦める

こともあったのですが、作業を引き受けて貰えるおかげで、作付けした分をロスなく出荷できています。

地域の他の生産者も同じような課題を抱えていると思うので、この取り組みを紹介したいと思います。

今後、ほうれん草以外の品目にも拡大していくことが出来れば、地域の生産者との強い協力関係を実現できると

思います。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 就労継続支援Ａ型事業所　アグリウェルとくしま

住　所 徳島県徳島市一宮町東丁474番

3610111134

西川　静江

令和6年度電話番号 090-8132-1420

活動場所：事業所内

実施日程：令和7年1月～3月

実施した生産活動概要：ほうれん草の調整作業及び包装

　　　　　　　　　　　作業の請負

利用者数：約10名

・地域連携活動のねらい：ほうれん草の下葉取りや包装といった請負作業を

　集中的に受託することで、作業スキルや生産能力を短期間で向上させる。

　生産活動の仕組化を進め、他の生産者からの受注拡大・連携強化を図る。

・地域にとってのメリット：生産者の作業を部分的に引き受けることで、

　農業分野における担い手不足の解消に貢献した。

・対象者にとってのメリット：利用者は、しばらくの期間、同じ作業に携わ

　ることになるため、少しずつコツを掴むことができ、作業分析や改善を進

　めることもできた。

・実施した結果：地域の生産者は、事業所との連携により、業務の流れや

　販売流通のスタイルを変えることができた。

・得られた成果：事業所側は、集中的な取り組みにより、技能等の成長ス

　ピードを上げることができ、1日あたりの生産能力も向上した。他の生産

　者から仕事を受託する余裕もできたため、生産活動の収益安定化にも繋

　がった。

・課題点：作業を標準化し、作業者によるバラつきを無くす必要がある。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社Ｋ．ファーム 担当者名 代表・黒川

様式１


